
（　令和４　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　　　   　　（　城　南　）児　童　館 ＜様式１０－１＞

活動名 実施回数 内　　　　　　　　　　　　　　　容 成　果　と　課　題
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

（２）あそびの教室活動

（３）行事活動

・おはなしタイム 42回 231 69 1 301 職員や小学生・高校生による読み聞かせ
本に親しむ事と、その時の感動を仲間と共感する事がで
きた。自由参加で少人数、小学生や高校生が読み聞かせ
をする機会もあり、じっくり楽しめた。

・お楽しみあそび 3回 2 16 3 12 33
学童クラブの４年生以上が企画し、児童館にいる全員で一つの遊びに取り組む
ルールの共通理解。

一つの遊びに取り組むことで楽しむ事と共に協調性と達
成感を味わう

・児童館ルール説明会 1回 8 1 8 17 小学生の利用者を対象に、学童３年生以上がクイズ形式で行う
〇×クイズ形式で盛り上がったため、今後も続けていき
たい。

・七夕ウィーク 4回 14 1 2 4 21 笹の葉に飾る短冊を書いたり、思い思いに飾りを作り、室内を飾りつける。 季節を感じられる行事を知る。

・エコ活動 11回 4 123 11 24 1 2 1 166 エコとは何かを知る
エコについて、ゲームや工作などを交えながら理解を深
めている

・エコ工作 4回 20 2 5 27 段ボールや裏紙を使ったり、葉っぱや木の実を使って工作する。 エコについて、工作をしながら理解を深めている

・お楽しみフェスタ会議・準備 3回 1 3 3 7
「お楽しみフェスタ」を企画運営する為の準備会議。
誰がどのコーナーを担当するのか、準備物は何かも含め子どもたちで決定する。

夏休みの長い期間で各自準備を進めていった。去年の経
験があるため少ない会議で決まった。

・お楽しみフェスタ 6回 7 32 17 15 4 4 79
３年生以上(学童クラブ含)の児童が遊びのコーナーを考え、お祭り「お楽しみ
ウィーク」を企画運営する 参加する子どもたちも楽しんでいた。

・お楽しみ会 １回 16 7 4 2 29
子どもの主体性を図る機会として、特技披露やダンスクラブ発表を行った。 本番までに互いに気持ちを高め合い練習に励んだ。保護

者を含めた観覧車の前で披露することで個々に自信が芽
・わくわく科学教室 1回 6 10 7 1 9 3 36 文教大学の学生が企画した科学を使った楽しい実験をする。 身近なもので科学実験を行いとても楽しんでいた。

・帽子作り 2回 12 12 帽子忘れ対策として取組化した。
身近な物で帽子作りができる発見があった。参加者はオ
リジナルの帽子を日々活用していた。

・まなベル 36回 1 161 1 33 196 大学生の学習支援
まなベルが始まってから２０分学習へ取り組む児童の姿
が増えた。

・伏見子どもまつり準備 １回 2 1 4 7 伏見子どもまつり「ぶんぶんゴマ」作成キットの手伝い 高学年が意欲的に参加してくれた。

・避難訓練 11回 5 132 25 29 2 193
緊急時にどのように動けば良いかを日頃から訓練する
地震・火事・不審者・水害

訓練ではあるが、しっかりと取り組めるようになってき
た。

・アイロンビーズ 5回 1 40 8 15 64 アイロンビーズを作成
細かい作業が苦手な児童が多いので、今後も継続して取
り組んでいきたい。

・駄菓子屋さん準備 1回 2 2 4 駄菓子屋さんで出すお菓子や担当についての会議
楽しみにしている駄菓子屋さんの会議。とても意欲的に
参加している。

・駄菓子屋さん 2回 23 7 30 学童クラブの３年生が店員となって駄菓子の販売を行う
新型コロナの影響で、学童クラブ児童のみの対象であっ
たが、幼児さんと小学生が触れ合える機会にもしたい。

・夏の工作 2回 8 3 9 20 うちわに絵付けをする。 オリジナルうちわを作成できたので嬉しそうだった。

・野菜スタンプ 1回 1 9 3 2 15 やさいの切れ端を使ってスタンプする。 スタンプ遊びが大好きなので、大盛況だった。

・ぷよだまあそび 1回 1 3 2 1 7 水に入れると膨れ上がるぷよだまを触る。 感触あそびで楽しむ。

・いも掘り 1回 2 8 2 3 2 17
学童クラブ児童で、地域の芋畑に芋ほりへ行く。
掘り方を丁寧に教えていただけた。

収穫の秋に、収穫をする楽しみを感じられた。
地域の方々の協力もあり、満足いくものが掘れた。

・大掃除 1回 22 1 6 29 年末の大掃除という昔からの取り組みを児童館でも実施。
エコな大掃除ということで、新聞紙を使って行ったの
で、子どもたちも興味をもって取り組めた。

・ハロウィンウィーク 4回 21 3 24 ハロウィンの壁面をバックに、みんなで写真を撮ったり、折り紙工作をする。
近年イベント化している行事なので、楽しんで参加して
いた。

・クリスマス会準備・練習 4回 5 5 学童クラブ3年生以上の子どもが、クリスマス会の企画運営を行うための会議。
子どもたちが自分たちで企画する行事を、今後もどんど
ん増やしていきたい。

・クリスマス会 1回 2 17 9 3 1 32
3年生以上の子ども達が、ゲームコーナーを企画運営して楽しむ。キッズダンス
クラブの発表。地域の民生児童委員にサンタになってもらい、皆にプレゼントを
配っていただく。

高学年が自分の仕事ととらえて事前準備を頑張っていた
が、一人準備を進められず、当日に焦っている子どもが
いた。

・高校生が先生 1回 13 12 2 27 すばる高校の学生と小学生との交流を遊びを通じて深める。

実施回数は少ないが、互いに声を掛け合いながら高校生
自作の「税金すごろく」をとして交流を楽しんでいた。
当日の打ち合わせと、反省をしっかりと高校生と出来た
のが良かった。

・とびだせやんちゃんねる 1回 3 2 5 オンラインイベントであるやんチャンネルに動画を投稿
高学年がストローでできる☆の飾りを作る動画を作成、
投稿する。

・チャレンジあそび 1回 7 4 11 カップスタックに挑戦 カップスタックに挑戦した動画を作成、投稿する。

・カレンダー作り 3回 4 2 3 9 希望者を集い、オリジナルカレンダーを作る。 干支の装飾をして、鮮やかなカレンダーが完成した。

・お正月遊び週間 6回 3 49 13 18 1 84 コマ、すごろく、羽子板などの正月行事 日本伝統文化に親しむ。

・冬の工作 4回 2 16 2 2 22 紙粘土を使いオーナメントを作る、
感触がよく、普段工作をしない子どもでも参加してい
た。型抜きやビーズ・スパンコールなどを使いキラキラ
の作品がでいていた。

・伝統工芸体験 １回 2 8 2 3 1 4 4 24 伝統工芸である、清水焼の湯呑みに絵付け体験をする。
完成までに時間のばらつきがあったが、思い思いの作品
を作ることができた。またやりたいという声が上がっ

（４）クラブ活動

・けん玉クラブ 20回 9 113 4 17 4 147 年間を通じて行い技の習得と努力を学習する
検定合格を目標に励む参加者が増加。他行事にて発表す
る機会も増えた。今年度は実施場所を遊びと切り離し
て、育成室で集中して取り組めた。

・ドッジボールクラブ 14回 3 79 7 20 1 1 111 年間を通じて技術向上に努める
キャッチボールや中あて・転がしﾄﾞｯｼﾞなど段階的に練習
していくことで、投げ方やキャッチの仕方がうまくなっ

・一輪車クラブ 17回 2 105 17 21 145 年間を通じて技術向上に努める
乗れるようになった子どもが増えて、目標にしやすく
なったのか、チャレンジする子が劇的に増えた。

・なわとびクラブ 17回 6 87 7 15 115 年間を通じて技術向上に努める 大繩が人気で楽しんで参加していた

・切り絵クラブ 18回 43 11 1 55 年間を通じて技術向上に努める
１０級から段階を踏み、作品を仕上げる。小学校でも
カッターを使う機会が出てくる学年は、それを機に思い
出したかのように、チャレンジする姿が見られた。
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活動名 実施回数 内　　　　　　　　　　　　　　　容 成　果　と　課　題
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

乳幼児 中高生 大人 合計
小４～６年小１～３年

参　　　　加　　　　人　　　　数
ボランティア

・将棋クラブ 15回 1 27 4 15 2 49 年間を通じて技術向上に努める。新型コロナのため実施を見送る。
体験から始まり、徐々に実践に繋げていった。定期的に
大会を実施。
回を追うごとに参加者が増えていき、好評だった。

・キッズダンスクラブ 40回 10 122 10 34 1 177 年間を通じて技術向上に努める
ダンスをする楽曲も自分たちで考え、振付も自分たちで
アイディアを出し合って、仕上げていた。発表する機会
もあり、音楽が日常に入ってきていることを実感でき

（５）地域間交流促進活動

藤の木子どもキッチン 14回 26 115 24 51 3 8 62 289

地域の民生委員が実行委員となり、以前は地域のボランティアの方々と一緒に調
理をし、みんなで一緒に食事をする参加費無料の食育活動。
今年度より、一般児童の参加も解禁。秋以降はバーベキューやブラジル料理、カ
レーライスなど調理も行った。

地域の方と児童のコミュニケーションの場になってお
り、館外でも挨拶ができるようになってきている。３年
生以下は調理が初めてだったが、楽しく活動していた。

藤の木子どもキッチン音楽会 1回 1 1 7 1 3 3 2 18 演奏者の方を招き、音楽会を開催した。
フルートとチェロの生演奏を奏でる中で、聴きなれた楽
曲から耳馴染みの楽曲演奏があり、楽しい音楽会となっ

地域子育て支援ステーション事
業
中高生と赤ちゃんの交流事業

2回 3 1 3 3 3 13
中高生と赤ちゃんのふれ合い交流を通じて、健全育成を図り・子育てに関わる予
備体験を行う。

乳幼児親子の参加が少なく、中高生の準備だけしかでき
ないときがあった。もっと乳幼児親子への広報を行うと
ともに、中高生も同じ子どもしか来なくなっているの
で、改善が必要。

地域子育て支援ステーション事業
中高生と赤ちゃんの交流事業打合せ 3回 3 3 中高生と赤ちゃんのふれ合い交流にむけて、企画・準備を進めていく。

乳児さんが活動内で出来ることを想定しながら進めるこ
とで共通理解できた。

思い出遠足 1回 13 3 4 2 1 1 24
遠足を通じて、小学生・中高生・地域の大人まで幅広い年齢層の交流を深める機
会とする。

コロナ感染状況が下火になったので、3年ぶりに公共交通
機関を使い、「京都水族館」へ行き、共に過ごした仲間
と楽しい思い出を作る機会とする。

令和４年度学童クラブ登録申請説明会 随時 3 8 11 新年度登録家庭対象にむけた説明を随時実施。
人数が少ないので、個人的に説明できて、保護者も理解
しやすかったようだ。

（９）地域を知る活動 0回 0

ふじのきとんどまつり 中止 0

＊注　基本活動は，指針に基づき(２)遊びの教室活動(３)行事活動(４)クラブ活動(５)地域間交流促進活動(６)障害のある児童の居場所づくりと活動への参加促進(７)思春期児童の活動支援に分類して記入すること。
　　　推進活動は，指針に基づき(９)地域を知る活動(１０)移動児童館活動に分類して記入すること。
　　　指定活動は，指定児童館のみ別途報告すること。
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1742 485205

41 32子ども育成機能　合　計

合　　　　計 197回

197回 2710

27103 237 97 41

4851742 205 3

7532

757 97



＜様式１０－２＞

（　　令和４　　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  　  　　（　　城　南　　）児　童　館

活動名 実施回数
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

※

乳幼児クラブ

　ぐんぐんクラブ

乳幼児クラブ

　てくてくクラブ

リトミック 10 回 50 50 100

ふうせんクラブ 29回 81 85 166

プールあそび 中止 0
0

アフリカンダンス 2回 6 2 13 21
0

0

0
0
0
0
0

パパ・ママカメラマン 　2　回 6 7 13

児童館にて直接受理 39 健全育成問題 21 児童相談所 3
3 児童相談所 家庭養育問題 6 保健所

22 保健所 成長･発達問題 3 子ども支援センター 1
(3)子育て家庭相談・援助 5 子ども支援センター 教育問題 2 幼稚園･保育園
   活動 7 主任児童委員 非行･問題行動 2 小学校 4

4 その他 その他 6 中学校
1 小学校 総合支援学校
1 その他

消防署見学 消防署職員による京都市の消防の現状と、一般市民に出来る防火の講習 消防の働きが、参加者に理解された。防火活動に
(5)子育てと健全育成に関 消防車、救急車の見学 取り組む意欲が向上した。

避難訓練 児童館が火災および、地震が起こった際の、避難訓練を実施した。 経路の確認と、職員の自覚向上。

※注　基本活動は，指針に基づき(1)乳幼児とその保護者を対象とする活動[①乳幼児クラブ活動　②乳幼児の広場活動]（２）家族参加を促す活動に分類して記入すること。

成　果　と　課　題

件数

推
進
活
動

活　　動　　内　　容

－

件数

基
　
　
　
　
本
　
　
　
　
活
　
　
　
　
動

件数

中学生

小１～３年（自由来館）

小１～３年（学童）

活動名 実施回数

小１～４年（学童）

小４～６年（自由来館）

受　理　及　び　相　談　経　路 相　談　内　容

363

43

構成人数
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参　　　　加　　　　人　　　　数

乳幼児
小１～３年

中高生

乳児
幼児

0 7362合　　　　計 104回

件数　計

こぐまちゃんクラブ

グループ名

0

子どもの年齢 件数

0 0

12

17回 22

成　果　と　課　題

4

つないだ機関等

40－39

ボランティア
合計

内　　　　　　　　　　　　　　　容

根強い参加者に好評なので、今後も続けていきたい

0

大人
小４～６年

活　動　内　容 育成・支援内容

26

21

1

0

0 371

ぐんぐん・てくてく
　　　　　合同クラブ

講師を招いて、生のピアノの音色と一緒に、絵本やボール遊びなどを楽しむ

中止

　20 回

　20 回

47

247

4 回 26

(4)子育てグループを育成

ちびっこ広場

成長記録の手形・足形を利用した作品を毎月作り、３月には成長記録の冊子が、１人
１冊できるようになっている

西アフリカの伝統舞踊を、本場の太鼓演奏と共に踊る

児童館の遊戯室を開放し、乳幼児とその保護者に利用してもらう
必要に応じて職員が、育児相談等に応じる

成果と課題

0

高校生

遊戯室全体を写真館のように飾りつけ、保育者自身がカメラマンになって子どもたちを撮影する
ハロウィンやおしゃれでかわいい雰囲気のある装飾も楽しんだ。

好評なので、内容を充実させて、今後
も続けていきたい

好評なので、今後も内容を充実して続
けていきたい

－

125

47 94
母親同士の交流から子育て不安の
軽減につながる
また先輩お母さんとの子育て談議
から安心感を得られる
他人の子どもと比べてしまう母親
への関わり方や気になる子どもの
対応は職員の共通理解が必要

122

43

おおむね２歳のお子さんとその保護者を対象としたクラス。手遊び、工作、体操等を
通じてお子さんとの関わり方の提案。保護者同士の交流、連携を図る

おおむね１歳のお子さんとその保護者を対象としたクラス。手遊び、工作、体操等を
通じてお子さんとの関わり方の提案保護者同士の交流、連携を図る

52
遠足や消防署見学などの、屋外行事や大型行事を２つのクラブで合同で取り組む



＜様式１０－３＞

（　令和４　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  　  　　（　　城　南　　　）児　童　館

自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ

・藤ノ木こども見守り隊との連携 随時 藤ノ木学区防犯 小学校 不審者、ひったくり等の頻発地域にあって、

藤ノ木こども 中学校 こども達の安全な暮らしに対しても敏感に反応する

　　　見守り隊 保育園 地域である防犯上、地域各種団体と密にネットワーク

自治会 を組むことは、有効な手段であり、児童館も地域を

各関係機関団体 支える一翼を担っているといえる

・学区民生児童委員協議会
164 109 15 288

・藤の木子どもキッチン 14回 0
26 115 24 51 73 289

0

中高生 大学生 大　人 合　計

0
0

高校生のあそびのボランティア  「高校生が先生」 12 2 23 互いに声を掛け合いながら高校生自作の「税金すごろく」をとして交流を
0 楽しんでいた。
0
0
0

0

各自治会長 ・地域懇談会参加 ・地域諸団体との、情報、問題点の共有化と、それに対する共通
藤の木社会福祉協議会 　 　認識を持つことが出来た
向島藤の木小学校 ・地域勉強会参加 ・お互いの協力体制が整った
向島地区　小学校 ・個々の住民レベルでの連携体制は難しい

・小学校生活化授業(地域を知る）受け入れ 　住民の入れ替わりが激しく、また連帯意識が特に希薄な地域だけに
　　　　　幼稚園 　児童館活動への理解と協力をいかに高めるか課題である
　　　　　保育園 ・伏見子供ネットワーク会議参加 　住民の入れ替わりが激しく、また連帯意識が特に希薄な地域だけに
伏見子供支援センター ・地域の現状をこまめに把握することによって子ども達が本当に必要
保健所 ・防犯活動協力 　援助はどういうものなのか、ニーズを知る手助けとなっている
各医療機関 ・向島東中学校区内のすべての子ども達の成長と発達を考え、意見
療育センター ・みんなおいでいっしょにあそぼ企画会議 　交換と情報共有の場となっている
消防署
伏見警察 ・向島東中学校区保幼小中連携協議会（平成26年度より参加）
藤の木子供見守り隊

・藤の木子どもキッチンの共催
　参加できた
　アレルギーにも対応しているので、継続していく

・食の貧困ということが考えられる地域なので、子どもたちは楽しみ

合　　　　計

連携団体
中高生

参　加　人　数

児童館

成果と課題
合　計大人

－

小１～３年

提供する弁当のメニューを決めるところから、
児童館と民生員が連絡を取り合い、連携をとっ
て実施する。

藤ノ木学区児童
民生委員協議会

成　　　果　　　と　　　課　　　題

20

活　　動　　人　　数
成　　　果　　　と　　　課　　　題

21

(3)地域との連携を
　促進する活動

活　　動　　名 実施回数

地
　
　
　
域
　
　
　
福
　
　
　
祉
　
　
　
促
　
　
　
進
　
　
　
機
　
　
　
能

連　　携　　団　　体　　等 連　　　　　携　　　　　内　　　　　容

小４～６年
乳幼児

基
　
　
　
　
　
　
本
　
　
　
　
　
　
活
　
　
　
　
　
　
動

23
合　計

(2)ボランティア
　　活動の推進

活　　動　　内　　容

主　　催

(1)地域住民との交
　流を促進する活
　動



＜様式１０－４＞

（　令和４　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　　　　 　 （　城　南　　）児　童　館

・藤ノ木こども見守り隊 ・藤ノ木こども見守り隊 随時 児童館のみならず、地域のこども 地域柄、防犯に努めること
達の安全のために活動されている は必須であるが、子供たち

(4)児童館を支える地域 主な活動は、地域の見守り の安全確保となると児童館
   組織作り だけでは対応しきれない

ので、連携して頂くことで
利用者側からも、安心して
児童館が利用できる

(5)地域への施設提供

各幼児クラブ開催前 ニーズの把握 幼児クラブ参加保護者 児童館 アンケート 保護者が求めているものを事前に知ることによ
　　　　アンケート調査 り、よりよいクラブ活動ができる

利用者の隠れた技能 お母さん方の埋もれた才能を引き出すことで、お母さ
　　　　　発掘する ん方自身が輝ける場としていただけるようサポート

(6)地域調査活動 できる

成果と課題

成果と課題

調査目的

提供先（団体・機関等）使　用　目　的

調査主体

組織名称

会場提供・備品貸出等

調査名 調査対象 成果と課題調査方法

基
　
本
　
活
　
動

地
　
　
　
域
　
　
　
福
　
　
　
祉
　
　
　
促
　
　
　
進
　
　
　
機
　
　
　
能

構成団体・個人 会議／取組頻度 議題／取組内容

推
　
進
　
活
　
動



＜様式１０－５＞

（　　令和４　　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　 　　 　　（　　城　南　　）児　童　館

児童館便り 月一回 ・一般来館者 ・配布 ・月の行事内容 ・児童館の取り組みをより知ってもらえる
（裏面にすくすくだより） ・学童クラブ保護者 ・拡大版を玄関掲示板に張り出し ・児童館の取り組み紹介 ・行事内容の確認をしてもらえる

・小学校 ・小学校担任へ配布　各教室に掲示 ・子育て情報 ・地域に理解、協力を得やすくなる
・各自治会 ・子育て支援センターへ ・留意点喚起 ・学校の先生方に児童館の活動の内容を
・子育て支援センター 　メール送信 　理解してもらえる
・幼児クラブ参加者
・近隣の各家庭

ぐんぐんクラブ募集案内 随時 ・幼児クラブ参加希望者 ・ポスター 幼児クラブ参加へのお誘い ・クラブの活動内容を広められた
てくてくクラブ募集案内 随時 ・地域の幼児の保護者 ・案内書の配布 活動内容解説 ・児童館の事を知らない方に知ってもらえた
ふうせんクラブ募集案内 ・幼児クラブの活動を知らない方が案外多い

　ので、広報活動によって更に広めていきたい

幼児クラブ便り 月一回 幼児クラブ参加保護者 活動日に配布 活動予定
歌、手遊びの紹介・活動中の写真など

すくすくだより 月一回 ・地域住民 ・乳幼児さん親子向けの活動内容の紹介

成果と課題

広
　
　
　
　
　
　
報
　
　
　
　
　
　
活
　
　
　
　
　
　
動

広報物の種類 発行頻度 広報対象 広報方法 広報内容

各街区の掲示板、及び近隣住民に協力
依頼をして掲示

・活動中は、保護者はなかなか写真を撮ることがで
きないので、好評である
家庭でも親子で手遊びをして楽しんでいる

・ポスターを見て参加されることはまだ少ないよう
だが、継続は力なりで続けていく
地域の街区の自治会長とも連絡をとる機会を作る。


